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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】令和2年10月22日(2020.10.22)

【公開番号】特開2020-23965(P2020-23965A)
【公開日】令和2年2月13日(2020.2.13)
【年通号数】公開・登録公報2020-006
【出願番号】特願2019-124395(P2019-124395)
【国際特許分類】
   Ｆ０１Ｐ  11/00     (2006.01)
   Ｆ０１Ｐ   3/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０１Ｐ   11/00     　　　Ｃ
   Ｆ０１Ｐ   11/00     　　　Ｚ
   Ｆ０１Ｐ    3/20     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】令和2年9月14日(2020.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポンプ（２３，３３）により圧送される冷却水が発熱体（２１，３１）と熱交換器（２
２，３２）との間を循環しており、前記発熱体の熱を冷却水が吸収することにより前記発
熱体が冷却されるとともに、前記熱交換器において冷却水の放熱が行われる複数の冷却系
統（２０，３０）と、
　複数の前記冷却系統のそれぞれに個別に設けられ、前記冷却系統を循環する冷却水が流
入し、流入した冷却水中に含まれる気体成分を分離する複数の気液分離部（２４，３４）
と、
　複数の前記気液分離部とは別に設けられるタンク部（４０）と、を備え、
　前記タンク部は、
　複数の前記気液分離部によりそれぞれ分離された冷却水及び気体成分が個別の流路（Ｗ
１０，Ｗ１１，Ｗ２０，Ｗ２１）を通じて流入して貯留される、複数の前記冷却系統に共
通の一つの内部空間を有し、
　前記内部空間に貯留される冷却水を複数の前記冷却系統にそれぞれ戻すとともに、
　複数の前記冷却系統の冷却水の体積膨張により増加した余分な冷却水を一時的に貯留す
ることが可能である
　車両の冷却システム。
【請求項２】
　前記タンク部には、その内部空間を複数の貯留室（Ｒ３０，Ｒ３１）に区画する隔壁（
４９ａ，４９ｂ）が設けられ、
　複数の前記貯留室には、複数の前記気液分離部において分離された冷却水がそれぞれ流
入する
　請求項１に記載の車両の冷却システム。
【請求項３】
　前記タンク部から前記冷却系統に冷却水を戻すための流路（Ｗ１２，Ｗ２２）には、前
記冷却系統から前記タンク部に向かう方向への冷却水の流れを規制する逆止弁（８０，８
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１）が設けられている
　請求項１又は２に記載の車両の冷却システム。
【請求項４】
　前記気液分離部及び前記タンク部は隣接して配置されている
　請求項１～３のいずれか一項に記載の車両の冷却システム。
【請求項５】
　前記気液分離部の外壁部（５１０，５２０）は、前記熱交換器のタンク（２２０）のハ
ウジング（２２１）に一体的に取り付けられている
　請求項１～３のいずれか一項に記載の車両の冷却システム。
【請求項６】
　前記気液分離部の外壁部は、前記ポンプのハウジングに一体的に取り付けられている
　請求項１～３のいずれか一項に記載の車両の冷却システム。
【請求項７】
　前記タンク部の外壁部は、前記ポンプのハウジングに一体的に取り付けられている
　請求項１～３のいずれか一項に記載の車両の冷却システム。
【請求項８】
　前記気液分離部は、前記冷却系統から流入した冷却水に旋回流を発生させることにより
冷却水と気体成分とを分離する
　請求項１～７のいずれか一項に記載の車両の冷却システム。
【請求項９】
　前記タンク部には、その外部から内部への入熱を抑制する断熱構造（４０１，４０２）
が設けられている
　請求項１～８のいずれか一項に記載の車両の冷却システム。
【請求項１０】
　前記タンク部において予め設定されている液面の下限位置を前記タンク部の下限液面と
し、前記気液分離部において予め設定されている液面の下限位置を前記気液分離部の下限
液面とするとき、
　前記気液分離部及び前記タンク部は、前記タンク部の下限液面よりも鉛直方向上方に前
記気液分離部の下限液面が位置する位置関係となるように配置されている
　請求項１～９のいずれか一項に記載の車両の冷却システム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記課題を解決する車両の冷却システム（１０）は、複数の冷却系統（２０，３０）と
、複数の気液分離部（２４，３４）と、タンク部（４０）と、を備える。冷却系統では、
ポンプ（２３，３３）により圧送される冷却水が発熱体（２１，３１）と熱交換器（２２
，３２）との間を循環しており、発熱体の熱を冷却水が吸収することにより発熱体が冷却
されるとともに、熱交換器において冷却水の放熱が行われる。気液分離部は、複数の冷却
系統のそれぞれに個別に設けられ、冷却系統を循環する冷却水が流入し、流入した冷却水
中に含まれる気体成分を分離する。タンク部は、複数の気液分離部とは別に設けられる。
タンク部は、複数の気液分離部によりそれぞれ分離された冷却水及び気体成分が個別の流
路（Ｗ１０，Ｗ１１，Ｗ２０，Ｗ２１）を通じて流入して貯留される、複数の冷却系統に
共通の一つの内部空間を有する。タンク部は、内部空間に貯留される冷却水を複数の冷却
系統にそれぞれ戻すとともに、冷却系統の冷却水の体積膨張により増加した余分な冷却水
を一時的に貯留することが可能である。
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